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( 1 ) 有吉 2015．













































































( 2 ) このように現実の認識・経験が、カントの政治において重要であるということは、既に
指摘されている。政治においては、道徳的格率は、適用されるべき「社会についての現実






























































































( 3 ) 実践のために必要な経験的知識が「人間学」と呼ばれるものと関係のあることは示唆さ
れている。ロールズは道徳法則の適用に際して考慮に入れられるべき「結果」に関する知




可欠であり、「実践的人間学」が必要であると強調している (Herman 1993, p. 232)。また
格率が用意されるという場面を「道徳的人間学」の意味として読み解く提案もある (御子
柴 2011、34、45頁、注 14)。カントが、格率を「選び取る」ものとして表現する場合があ


















































































































( 5 ) 『自然地理学』序論によると、「自然地理学は、世界知の第一部門 erste Theil der




































ついては、Elden 2011, p. 3-4を参照。
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れる (『論理学』、『書簡』) というカントの記述 (後述、坂部 1976 等) に着目して、哲学
の総括としての「人間学」概念を重要視する議論である。しかしながら、この哲学の総括
としての「人間学」概念・構想と、実際の『人間学』講義とがどのように一致するのか、















































































的部門」たる「実践的人間学」が必要である (Ⅳ 387ff.) とされていた。
道徳が人間へと「適用」されるためには経験的な「人間学」が必要であっ


























家」は、「地理学と政治 geographie und politicをめったに好まない」。こ
れは一方で、こうした法律家と政治との関係について言えば、『永遠平和
論』において「法律家」が行っているのは真の「政治」ではないとされて
(12) この箇所に着目する Sassenbach 1992 は、カントの「政治」のための前提としての「人
間学」の必要性を主張している (80ff.)。；『嘘論文』のこの箇所は、実践形而上学と人間







いた (Ⅷ 373) ことと一致する。また他方で、ここでは、「地理学と政治」
に関心を持つのは「世界市民の立場」であるということが暗示されている。
政治と地理学とは、共通して「世界に住まう者」の態度を要求するのであ


















































り、ドイツでほぼ初めて地理学の講義を行った人物である (Elden 2011, p. 5)。カントの
「自然地理学」physical geography は、現在の地理学の分類では「人文地理学」human































































2011, p. 128-131)。2009年の Stark 編纂の地理学講義録においても独立した形での「政治
地理学」「道徳地理学」等々は見出されない (Louden 2011, p. 130)。
(16) Ⅸ 164.
(17) 例えば、「パナマ地峡」がつながったままである「原因」Ursache は、「自然的な」
physisch ものより、「政治的な」politischものであろう (Ⅸ 207)。
(18) カントの「道徳・政治地理学」と、「実用的人間学」講義の成立とには関連があるとい
うことが指摘される。Louden 2011, p. 128-31 によると、「政治地理学」等文化地理学が
「ない」理由は、『人間学』に取って代わられたからである。Mayによると、道徳・政治地
理学は、『要綱』から、『美と崇高の感情に関する観察』、『自然地理学』を経て、次に『人
間学』へ受け継がれた (May 1970, pp. 68-70［103-6 頁］)。なおMayは、人間学が批判期
に「道徳的人間学」になってしまったことから、習慣を問題にするような「道徳地理学」
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